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国連総会では 2015 年に持続可能な
開発目標 SDGs が採択され，国内でも
メディアや街中で良く目にし，耳にす
るようになってきました。具体的な 17
のゴール・169 のターゲットが示され，
人類が地球で暮らし続けていくために
必要な目標であり，2030 年までという
期間を設けています。達成目標期限ま
で残り 10 年を切り，様々な取り組み
が実行されています。今回特集テーマ
とした「自然再生，自然景観，都市景観」
は SDGs の「11 住み続けられるまちづ
くりを」，「13 気候変動に具体的な対策
を」，「14 海の豊かさを守ろう」，「15
陸の豊かさも守ろう」の 4 つのゴール
に関係の深いものになっています。

さて本号では，巻頭言で早稲田大学
の佐々木教授に景観への取り組みにつ
いて，30 年に亘る経験から注意しなけ
ればならないことや建設構造物も自然
の一部を担うことで豊かな景観を作り
出せることなどのお言葉をいただきま
した。大変参考になりました。行政情
報では，ほこみちプロジェクトが本格
的に始動し，その重要性と今後の展望，

「グリーンインフラ推進に向けて」と
題した活動内容の紹介と今後の取り組

みについて紹介いただきました。どち
らの取り組みについても発信する意味
と今後の進展が人々の豊かな生活につ
ながるものと考えます。特集報文では，
長期にわたる自然再生の経年変化も含
めた報告，古文書に示された土木遺産

「八の字堰」の自然との調和などを報
告いただきました。各所で自然を再生
させる取り組みが進められ，地球規模
での環境の改善が進んで行くと期待す
るところです。自然景観と都市景観に
ついては，景観だけでなく，人々の生
活を豊かにする内容が盛り込まれてお
り，行ってみたいなど興味を抱いたの
と同時に読者の皆様にはご参考になる
ことと思います。交流のひろばでは北
海道にある湖底橋梁「タウシュベツ橋」
について執筆いただきました。時の流
れと共に自然に還っていく構造物につ
いて，寂しさを覚えました。人々の記
憶と歴史としての記録が残り続けるこ
とを願います。ずいそうでは創業秘話
と釣りの魅力を執筆いただきました。
今回の特集号も濃い内容とすることが
できました。

最後になりますが，貴重なお時間を
割いていただき，ご執筆いただいた
方々に，この場を借りて厚く御礼申し
上げます。

  （宮川・飯田）
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11 月号「地球温暖化対策，環境対策，環境対策工特集」予告
・国土交通省におけるカーボンニュートラルに向けた取組　・農林水産省の地球温暖化対策 
・建設施工における地球温暖化対策 ・再生可能エネルギーと水素を利用したスマートエネルギー
社会の構築への取り組み　・建物及び街区における水素普及展開を目指した低圧水素配送システ
ム実証事業　・いま，建設業に求められるサプライチェーン CO2 削減　・高炉スラグ微粉末を用
いた環境配慮型コンクリート　・夜間工事照明への LED 採用による周辺環境への影響予測と
CO2 排出量削減効果　・カルシア改質土による地球温暖化対策への展望　・ブレード起立装置と
自走式台車による風力発電用ブレード輸送　・プラズマ式イオン乾燥技術の開発による資源循環
型事業の展開　・バッテリ駆動式ミニショベルの開発　・マイニングダンプトラック：トロリー
受電式マイニング用ダンプトラックにおける二酸化炭素（CO2）の低減　・ポンプ浚渫船「第三
亜細亜丸」リニューアル　・防音ハウスの換気エネルギーマネジメントシステム　・SDGs に寄
与する革新的水処理装置　・自走式バイブロドリルマシンで高速施工可能な注入管および観測井
の開発　・環境低負荷資材を利用した土壌固化・地盤改良技術の開発とその可能性　・横浜市役
所の ZEB の実現




